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技術・国際課 海洋研究室  安城たつひこ 

１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

国際的な海底地形名の標準化を目的に，海洋情報部では，昭和41年2月に第1回「海洋地名打合せ会」

（参加機関は，文部省，水産庁，気象庁，東大海洋研，日本学術会議，日本地理学会，日本海洋学会，日

本水産学会，水路部）を開催し，15 件の海底地名を決定した．以後，参加機関の変更等はあったが第 24

回「海洋地名打合せ会」（平成9年11月）までに国内において1,118件の海底地形名を決定してきた． 

また，これを継承する形で第1回「海底地形の名称に関する検討会」（平成13年3月）を開催し，今

年度の第5回「海底地形の名称に関する検討会」（平成19年4月）までに計66件を決定した． 

これらの成果は，各会議毎の資料として取りまとめられているが，とくに古い昭和 40～50 年代の資料

については，昨今の至急の問い合わせに対して，必ずしも早急に対応できる形式にはなっていない． 

そこで，これらの海底地名が海図等に記載された経緯等を整理するための調査・研究を行い，関連する

問い合わせ等にも的確に対応できる体制を整備するための研究が求められた． 

    

２２２２    研究研究研究研究のののの概要概要概要概要    

これまでに「海洋地名打合せ会」（計24回）及び「海底地形の名称に関する検討会」（計5回）で決

定されている約1,200件の海底地形名称について，個別名称ごとの付与経緯についての調査を行った．さ

らに，これらの全個別海底地形名称について，GEBCOに登録の有無，日本海図に表示の有無等をそれぞれ

について調べるとともに，今後のGEBCOへの地名登録申請等に際しての基礎的な判断材料に資するための

研究を行い，海図編集のみならず海底地形に関する対外的な問題等に適切に対処するための資料として，

IT技術を利用するなどの付加価値を付けて利活用するための研究を行った． 

(1) (1) (1) (1) GEBCOGEBCOGEBCOGEBCOにににに登録登録登録登録されたされたされたされた海底地形名称海底地形名称海底地形名称海底地形名称についてについてについてについて    

「海底地形名に関するGEBCO小委員会」と「国連地名専門家グループの海洋及び海底地形作業部会」が，

国連地名会議の決議にしたがって，海底地形名の標準化を推進する目的で協同作成した，「海底地形名の

標準化」では，以下の項目についてのガイドラインが示されている． 

・海底地形名の提案様式 

・海底地形名標準化の指針 

・海底地形命名の原則 

・海底地形用語と定義 

なお，2007年6月現在のGEBCOに登録されている海底地形名称は，世界で約3,400件にのぼる． 

(2) (2) (2) (2) 今後今後今後今後のののの海底地形名称情報海底地形名称情報海底地形名称情報海底地形名称情報のののの整理方法整理方法整理方法整理方法    

国内における決定地名とGEBCO の登録地名との整合性を考慮しつつ，海底地形名称情報の整理方法を検

討し，従来の帳票管理から個別の海底地形画像を付与したデジタル管理への移行について考察した．(図1 

参照) 

(3) (3) (3) (3) 整備整備整備整備するするするする海底地形名称海底地形名称海底地形名称海底地形名称のののの区域区域区域区域についてについてについてについて    

大洋水深総図（GEBCO）第 5 版で日本が編集を担当した『5.06 図』の包含範囲 （0°～46°40′N, 90

°E～180°E）を本研究で整備する区域とした． 

(4) (4) (4) (4) GEBCOGEBCOGEBCOGEBCOとととと国内国内国内国内ののののデータデータデータデータをををを合合合合わせたわせたわせたわせた海底地形名称情報海底地形名称情報海底地形名称情報海底地形名称情報のののの整理方法整理方法整理方法整理方法    

各個別の海底地形情報について，国内での決定経緯やGEBCOに登録の有無などがリンクした形態で容易

に視認できるように，また，逆にGEBCOに登録の情報から国内での決定経緯がわかるような表示方法で作

成するように工夫をした． 

    

３３３３    まとめまとめまとめまとめ    

これまでに決定している全ての国内の海底地形名称と我が国が整備すべき区域内におけるGEBCO登録地

名の当該海底地形図画像との照合が容易に可能な「海底地形名称検索システム」を整備することができ，

検索が可能となったので，その具体的な表示内容を次頁に示した．(図2 参照) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図2：検索システムにおける国内で決定され GEBCO にも登録されている海底地形名称の表示例 

 

図1：帳票管理から画像付Web 管理へのファイル構成のイメージ 

 
図2：検索システムにおける国内で決定され GEBCO にも登録されている海底地形名称の表示例 


